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研究成果の概要（和文）：本研究では、核医学診断におけるがん病変の描出を改善する分割収集法の最適化を目
指した。FDG-PET検査における直腸がんを対象とした分割収集法は、従来の連続収集法と比較して分割収集法の
方が画質および病変描出能が有意に優れ、臨床的有用性が示唆された。また、胸部動態ファントムを用いて、胸
部FDG-PET検査における呼吸運動の影響を受ける肺結節性病変の新しい定量的補正法を導いた。本研究で提案し
た定量値補正法は、部分容積効果と呼吸運動による肺結節性病変のカウント数の減少を許容範囲の誤差範囲以内
で補正することが可能となった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed at the optimization of the segmental acquisition 
method to improve the visualization of the cancer lesion in the nuclear medicine diagnosis. We 
evaluated the usefulness of the segmental acquisition method in clinical FDG-PET tests for rectal 
cancer. As for the segmental acquisition method, detection of cancer lesions and image quality were 
significantly superior to the conventional continuous acquisition method, and clinical usefulness 
was suggested. Then, we evaluated the effects of respiratory motion on the quantitatively of 
pulmonary nodules on FDG-PET test by experiments using a dynamic thorax phantom. Based on the 
results of these experiments, we derived a new correction method for the quantitatively of pulmonary
 nodules on FDG-PET test. Our newly proposed methods could correct the decrease of counts of 
pulmonary nodules due to partial volume effects and motion effects with acceptable errors.

研究分野： 医歯薬学
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１．研究開始当初の背景 
 日本人の死因の第1位であるがん治療にお
いて、治療後の生活の質が重要視されるよう
になり、根治性を担保しながらも侵襲性が低
い放射線治療などの非外科的療法の比重が
増している。このため、がんの診断において、
生体機能の評価が可能な核医学検査の有用
性が増している。特に、FDG-PET 検査は組織
の糖代謝活性を評価でき、がん病変の質的診
断に必須の画像診断検査となっている。しか
し、FDG-PET 検査を含め核医学検査における
収集カウント数は、統計変動の影響を受ける
ため、信号雑音比の高い良質な画像データを
収集するには長時間を有する。このため、核
医学検査は体動の影響を受けやすいという
欠点を有している。 
 これまでに、我々は、FDG-PET 検査におけ
る至適な体動補正法の確立を目指して、分割
収集法について検討を進めてきた（若手研究
（B）H23-H24、課題番号：23791474）。呼吸
運動に対しては、息止め検査における分割収
集法で得られる画像の画質が向上すること
は容易に理解できるが、静止体を対象とした
場合においても、分割収集法により、従来の
連続収集法と比較して、病変の描出能や画質
の点で劣ることはなく、一部の条件下では、
連続収集法よりも、良好な画質の画像が得ら
れることを我々は見出した。特に、現在、最
も一般的に用いられている画像再構成法で
ある FORE+OSEM 法により、分割収集画像デー
タを画像再構成して、得られた画像を加算し
た分割収集画像の画質が、従来の連続収集画
像の画質と比較して向上しうることを確認
している。 
 
２．研究の目的 
 がんの画像診断において、生体機能の評価
が可能な核医学検査の有用性が増している
が、信号雑音比の高い良質の核医学画像デー
タを収集するには、分単位の収集時間が必要
であり、体動の影響を排除する工夫が求めら
れる。この問題に対処するため、我々は、
FDG-PET 画像の分割収集法に関する検討を進
めてきたが、これまでに、分割収集法により
得た画像が、連続収集法で得た画像と同等以
上の画質を呈することを見出した。本研究で
は、核医学検査における分割収集法による画
質向上の理由を解明し、実地臨床においてが
ん病変の診断に至適な画質の画像を得るこ
とが可能な分割収集法を確立し、がん診断成
績の改善を図ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）FDG-PET 検査におけるがん病変の描出能
に対する分割収集法の臨床的有用性の確立
を目指した。FDG-PET 検査における静止体を
対象とした分割収集法では、従来の連続収集
画像と比較して得られる画像の画質改善効
果があり、臨床的な有用性が期待できる。こ
のため、臨床的有用性を確立し、病期診断の

成績が向上するか否かを検討するため、実際
の臨床症例のがん病変の診断に対して分割
収集法を適応し、病変の描出能が分割収集法
により改善するか否かを検討した。 
 
（2）核医学検査における分割収集法による
画質向上は、これまでの研究結果より、
FDG-PET 検査の分割収集画像における画質改
善は、主として画像再構成法の過程における
補正およびフィルタ処理の影響が考えられ
る。また、肺がん病変では呼吸運動による影
響を受けるため、各種補正を施すことにより
病変描出能および定量性の向上を目指して
検討した。 
 
４．研究成果 
（1）直腸がんおよび直腸がん所属リンパ節
転移の症例を対象とした分割収集FDG-PET検
査の結果、分割収集画像は、連続収集画像と
比較して病変の描出能や画質が有意に向上
し、良好な画質の画像が得られることが示さ
れた。本研究により、分割収集 FDG-PET 検査
は、直腸がん所属リンパ節の転移状態の診断
成績の改善を図り、病期診断の成績が向上す
る可能性が示唆された。 
 
 

図 1 直腸がんを対象とした分割収集画像 
 
 

図 2 直腸がん所属リンパ節転移を対象とし
た分割収集画像 
 
 
（2）肺がん病変では呼吸運動による影響を
受けるため、胸部動態ファントムを用いて、
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